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アーネスト・ヘミングウェイ ErnestHemingwayの二 11- I~I の短編作 i見集 Wimzer T，αhe 


































技々 ii完み千は小というものを i邑じて、キ11対 1'1<)真実のありのままをそけ入れることを疑似体，1~9~















I. “The Light of the 'Vorld"のストーリー
1)子とトムはi¥ILに来るまでのI¥Jノ〈ー に ¥'iち った。するとノミーテンは 1けで、あるはずの
ご;人がち金を見せるまで(')としてi与をiJI1そうとしなかった。つまみの入った瓶に荒をかぶせ、
向t立を ~:JHJ きだしにするノ三一テンの )11 - プ1の子は、 j{ を JI';( りi] 11 すかのようにノて一・カウンターの下
に1'1びていたのやがてそのつまみをめぐって彼とトムが子?い介いになり、 トムは食べていたも
のをH(に1ーさ 1111したο 1)子はそろそろパーから山ょうと提案する。制作rH来ないトムだった
が、 :人がヤむなくノ tー をrlると、 uえに外は寒く、 伐の艇が iぐりはじめていた。
凍てつくような さの11、三人カマに入ると、そこには人柿と職柿のなiなる計 I-h:人のりj
kでひしめき介い、 その熱気が充満していた。木こりの引があるゲイのコ yクの|士iく織布1な子
をからかうと、 ~hOパウンドはある i リいつ知的jは身体を わせながら笑し中完けた。 もう二人
の M\~'lji も ι~IJ， Oバウンドはある|主体で、政りの二人は受を 1'1 した邑の金受の白日出íi だった。
その(也、 (こ1¥Jき入る木こり、何かを いたげな木こり、 二人のスウェーデン人、 IJL 人のイン
テ、、イアン述が¥_，¥たり
ゲイのコ yクがトムにあれこ1，LJ]'t末な質問をすると、トムはふざけたj区平しか返さなかった。
ヤりとりを 11\J し 1 ていた|け本の引ご\~m は「私のことをアリスと 11子んでJ と少年二人に存:え、体を
わせながら笑った口 アリスがす支り二三人の 1 け~;vl 出ij のぞIlìíf を的介すると、 り子は政りの二人の
金~のYI\ぷの名 lìíf を 11\'J ~， ¥た。 しかし木こりのりJj主が1つつ大をJizばし始めたので、 ).J，ブ7のぞ1riIし







































るその宗教 1:1切誌がテクスト全体に拡がっている点を明らかにし、それを根拠に fflll~11 のプロッ
トを構築することを意味する。こうした観点は即ち、{作?午Z品の;詳;守子17.打刊内Zマ苛引引{i制仙il出川日lの村根ミ)底まに宗教的文J即氏氏を了え承:之〈し、
宗教的|山陛F仕:界 r~初矧J官i カか、らこの f作11乍!ド:1ずlJl弘l[日11
しカか、しもう一…)方J宇でで、、マイケル.s.レノルズ MichaelS， l~eynolds は、 この fl~1誌のタイトルが
に依拠するものではなく、宗教1'Jf0絵画に依拠するものだと説明した。レノルズは、ヘミ
ングウェイのほで、あるグレース・日・ヘミングウェイ GraceHall Hemingwayが、 1905年にイ
リノイ州オークパークの第三会衆派教会に寄付するまで画家ホルマン・ハント HolmanHuntlO 
の TheLight of the ¥iV orld"と;還される油絵を所有していた事実を検証し、))実124に「石きヘ
ミングウェイは毎週日 1¥'[1]に[教会で j、 ドアの外で悲しく苦悩の表情で訪但うキリストを見
ていたJ(l~eynolds "Holman Hunt" 318 :挿入筆者)という庇史的経緯を明らかにした。それ
を経由してレノルズは、この短編jfl::lll~11 における光の存在がキリストの代理Jl.であり、それii攻、当
fl=111~ll においては「正直ものJ (Jbid，)の娼婦アリスとゲイのコックの二人が他の笠場人物達に










アリソン /\lison と ~I=\ 桁j アリス Alice の :?::1 は出d以している。さらに王i~J支のおのあるアリ
ソンが、i'Iらの奔欣な生き方を正当化するためにキリストの重婚を認め、保守的な貞操観念を
百7じするその文J長において、本fl"1品の娼婦アリスがi三lらの正当性を訴えて共感を得ょうとする
点と 致ーする。 12 これは一例に過ぎないが他の英語圏のifJiL文学との関連からこの作品を位置
付ける批は枚挙に1I院がなし、、O
l仁日:)またへミンググ、ウコエLイはこのf作11乍j'=三九マ才iJf弘1
集人のマツクスウ vにル.パーキンズ MaxwellPerkins宛てにこの作i誌が 1モーパッサンの]





{I: 111~ll には、そのタイトルが;;ft びる宗教的1滋j坊にj、外に、 11行テクスト的観点から、英語圏・フラン
ス引を!文学文化の正典の源流が存在することが検証されてきたのであり、この観点はこの作Jil
に対する一つの絶対的なitl1iliの器準となっている。 15
Hこうしたタ~tE i' !/0 なさ牲を j!ïI!1 とした観点から評{îlli を進める批評以タトに、このテクストがそ
の深府で討-iっている促史のリアリティに主主目することで;fl=1昆のプロットを構築し、作品i号Hiliを
進める!古史学派の支流も存在する。ジョン.J .マーティーン JohnJ Martineに代表されるー




























作!日1 I拳 I~tj 家 The BattlerJ (1925)と「殺し屋 TheKillersJ (1926) との三部作として見立て
るデファルコ 19 とフローラ 20に代表される読解方法である。ここにおいても、接続される二
つの作1131においては、ニックという名の人物が登場する。しかし本作品においては、語り手は










の 11 1心からみればタ~tEI'I<J な根拠に依;処するアプローチをとってきたという事実である。 この作






IV.批評が映しだす“TheLight of the World"の非線形性と非決定?
lij i'iJでは、 この{竹作?乍:iJh弘円
から?}()じされてきた !史j丈と{と~I'的'1均i内守な{作t立可l~刊iリj を IV別り別J らカか、に した O
このflド!日のが主に外{E(ISな'}QIJ] 
これまで:'iJl三jCのしが作Jilそのこれは、
ものへというよりも、 111:， 11~11 の外部へと向かっていたことを示している。 これらの批評が者一かれ
た|時代を振り返ってみれば、 20llt紀 I~I-' 7}j}fまで、主流だったニュー・クリティシズムへの反動が
ようやく始まった時期であり、参照してきたように、こうした羽批t民H主司'1判|





を最も入念に読み、 この作品が「ニックの諸々の物語の1'でおそらく j誌も ~' )c学 I~I<J.-~ なもので
あるJ(FJemiJl/.!J{)(lY's Nu);: Adαms 69) という JI"Jし1判ilをしたフローラのI義論においては、あ
るj立i味で、純粋にテクストと向き合おうとするj変勢を、iぞ11，来る。しかしその111:，1"!の1i1直付け




して出:1主主義1'<)fiiJ~}，I，川、ら、 ， li-iJ し 1 丈"/ッI~I二がl!先に保証された他のヘミングウェイ 111: 1¥11，との抜絞を通
してこのiW11iを行っている。 もちろんil11liをするということは、 多くぴの〉刈fl午刊;江寸叶刊lJ六山l「h弘「仕I
をもj:Îi~:i ，J けることでもある。 しカか、しフローラに代去さiLる構造主義的アプローチや教1'0:;主想
tl:.からの1'1:，¥i， iFHlllî は、本質的にタ~:(:EI'j<)11;:ヰ主に{衣;処するものであり、それをJIし1て測定すること

































































































































、heLight ()f the World"という hl1lilが 19201:，fにから 19301:，代






























ることに気{什付J十4 くはずでで、あるむつまりヘミングウェイ文字:とは、読むのが的 ìjj_ であるのに、 ~rtlJ
小J~~~，判I¥jのl¥'片|ゾ1:，/ 1f，悲1I1一一アーネスト-ヘミング') 1 ''Thc Lighl of lhc World'におけと);}cIJ'lI!'訟の効果と邸主 113 
に意味がわからない、という 11守備えを有しているのだ。安するに、ヘミングウェイ文学を興味
深くしているものは、まさに、その表而を極限まで!!同~j' .鮮明化するその技法と、それによっ
てその背後で'tI!Jり iH される J足えどころのない非決う台I~I:のが~51~ で、ある。これを a言でおU持するこ
とが許されるならば、ストーリーの1な景化とプロットの自品交と言えるであろう。
では・・TheLight of the World"というイ乍!日Ilにj芙って考えてみよう。ここにおいてi明らかにな
るのは、話り手やトムのみならず、他の全てのな場人物達のIlJで交わされるダイアログや振る
右手し 1には、一切1愛l床な表現が使われていないという事実である o filJえば、この作lulにおいて人
物を形容する時には、"i-ivewhores"やれsixwhite men"そして“four1ndians"というシンプル
な表現が)1)し1られる。また、個々の登場人物を去す場合も、 "lumberman"や cook"、 Swedes" 
や aman"、そして冶ther凋 men"といった具合に、簡素で直按的なのである。 I主体娼婦のアリ
スを去す場合、普通の作家で、あれば商業倫理と利託を考え、“curvywoman ・'plussize"，あ
るし刈ま冗談めいて "Qlleensize"や above average"などとMQII!I'iJ表3克あるいは他のよヒIM(を用
いても良いところを、このfF:1品位“Shewas the biggest whore 1 ever saw in rny life" (CSS 
293)や "Butmy God she was big" (CSS 297)と現代の先進国の倫埋では|孟l難と忠われるよ
うな、語り手である少年の直観を最も簡素な形で{云える表1克を用いているのである。
またこのテクストにおいては、登場人物の空間的移動や配置、そして個々の振る詳し 1を see"
と ")ook" の弱点3 を活用することで、合理~I'<Jに;1犬況説明が可能となる技法を時認できる。例えば、
冒頭でトムと語り手が一杯やるために入ったバーのj揚而を思し 1返してみれば、 "Whenhe saw 
us come in the door the banender包止竺Qup" (CSS 292:下線部筆者)という風に、“see"と
look"の二つの表現によって、バーテンは二人を見ることが可能な位置に立っており、二人が
入口から入って来たH寺のバーテンが頭をぐっとあげる行為がそのこつの表現から強調される。
さらに、 '¥vhenhe主主主主 themoney he pushed the beer across to Torn" (Jbl:d.) と、バーテン
の視棋の動きを)I=Jしエることで彼が用心深い人1M]であることを表し、さらに he1ooked over 








“Y ou stink yourself." the bartender said. 
・Hesays we're 1コllnks，"Tornmy said to me 
"Listen，" 1 said， "Let's get out." 
"You punks clear the hell out of here，" the bartender said 
"1 said we were going out." 1 said，“It wasn't your idea." 
・We'llbe back，" Tommy said 
1 14 ;i1flJI 
“No you won't，" the banender told him 
"Tell him how wrong he is，" Tom turned to me. 
"Come on." 1 said 
Outside it was good and dark 
(CSS 292-93) 
に、七リフの 11:1 の単誌の数に I~! すると、二Wi!から八 ilûl であり、王子j今治{!主111日から五:佑!とい
うことになる。そして実際に戸を出してみJ二げてみると、実に一つ一つの単語の音節が少な























カがf可lド内j勾ヨにもつ J心L心、 j却:m山I~引Uリ |ド白的'1杓i巾ヲ二 j反云身与射射;Jナ-今ï'ιl'良的'1杓i内q な;治J坦:'Hとシンク口するようにイ臼仕J士:粧紹!まれている O そしてこうした効果
によって、このテクストは語り手とトムの感覚やアリスやペロクサイドの心理的状況を一旦は
了解させてくれるのである。しかしここで見落としてはいけないのは、テクストの表面を簡単
に JI日解出来たからといって、それぞれの:笠2f幻j場揚人物の d心L心、の日奥.~)底弐に秘められた!内材 i的11均i内守日吉部I~分一一それ
ぞぞ、れの:笠登 j場劾人物でさえ詰り何得二ないような真真~ ~I意怠 が一i向何に見えてこなしい¥}点立である O つまり、
テクストの表在而而iJ仁二の1将特:干宥?奇j箔
け、テクストを読みこもうとすればするほど、統一的な原理で読み進めることが図難となって






































っているかをめぐって口論をする J~3J部がある。“Everyone was very respectful to the 
116 MLLI 
peroxide blonde， who said al this in a 1i只hstaq主vw泣， 1コutAlice was beginning to shake 










的には客でで、ある 9男j子什d↑子性I~目件~I芹笠F主を i日ヨ々 j迫j阜主いカか、けて共に移動する]職l段攻ωj場劾の i同司官僚;矢T なのでで、あり、 お瓦し三に顔見知Iり











-・Youcan call me Alice，" the big ¥vhore said and then she 
began to ~hake a只a11
・lsthat yOllf real name'?" Tommy asked 
"Sllre，・， she said. "Alice 
"Alice th川、srighピ‘
she turnedωthe man who sat by the cook 
“That's the son of name vou'd have，" the cook said. 
日lt'smy real name，" Alice said 
(CSS 294 :下線部筆者)




クが続けて "That'sthe sort of name you'd have"とアリスとその男に対してWJ次を飛ばし、

































































このように氷ILi }:IU ;j'í誌の~支j去を意 í-'哉しながら、このテクストを分析してみると、実は先行研究
カf各々の議論で行っていた、討kカであり ftiú カ \1~0 なのかといった IUJ し 3 自体カサ出崩れを起こして











ノト ;g~~~lnJの真実性/ iJ謬七1'.一一一アーネスト・へミングウ J二イ白ThcLighr of rhc World" における氷J1 1~1j!式市の ~)J -l-!~と 7主義 119 
クストを読む鍵となるのである。実際、白人男達は表面では悪漢のように見えるが、彼らの感
覚と読み手のそれがシンクロすれば、実は彼らの感覚の中に良心の部{立があり、それが彼らの





























発話をする1寺や何かに反応をする1寺、語り手は“Thewhore shook with laughing" (CSS 293) 







































1;己;j-去Jtと記>}I人j容のl主j係官1:がれ二1=1の IiJ(I~~t:ì邑とともに J念じれていき、 II ，j二 I I\ J とともにそれま
でイ了:在した人物達の関係性があべこべになっていくことがわかる。この{竹作?乍[江刊叫i品山h日弘!:iにおけるこうした










とつて;意芝主〈義 j深主架5 いものと言えるのカか、を筒I単i~-(にこ言えは¥ それはこの{作I1乍ι刊::']九マiJl弘日記!:iが人|問;2日許問司f可こJのi認dr忍Z、i識:品弘故u体本系のJ去恭ij主ISよ辻f盤!段主が
む)j危拐さを示し、何かを読み取る_lこで、の乱暴な還元主義に警鋭を113らしているためであると
本稿は考える。
v1. 結び一一一“TheLight of the W orld"の文学的価値を考える
本稿は、アーネスト・ヘミングウェイの“TheLight of the \~Torld" という短編小説のありの





























































小説空IlJの真尖性 /Iif謬性一一一アーネスト-へミング'7ムイ‘TheLighr of rhe World"における氷1'1万i!論の効果と意義 123 
i 本稿は短編集日!imzerTa/i>e Nothing (1933)版に収録されている 1、heLight 01' the World"ではなく、
The Comt!ete Short Stoγies 01 Emest I-lewllngwαy: The FincαV1/;-ia Editum. New York: Scτibner冶、
1987に収録されている当テクストから引用している。なお、本稿はヘミングウェイの書j去を原:丈を
ri]J~察することで ii義IiHするため、手li t\J\ は{吏 )IJ しなし '0
Flora Nic12 Admns SLoγzesも9
:3 I<ovit 97. [ ]の挿入itfJは本稿筆者による。
/1 New lJ7temαLumal Versiω7， Matt. 5.14. I "Y ou are the light 01' the world"] 
New lnlenwUωwl lIers7ω7， John. 8.12. I・'1am the light 01' rhe world"] 
() Elliot 49 
13arlコour23，ジョセフ・テーファルコ Joseph De1'alco 81，口}'¥"ー ト・ E・フレミング l<obertE 
Fleming 285，コンスタンス・モントゴメリ-Constance Montgomery 94，アーサー・ウォルドホーン
Arthur Waldhorn 59，を参照。
8 13arbour 23 
9 Elliot 49， ¥1，1 aldhorn 59 
10 ・I-IolmanHllnt."ホルマン・ハント WilliamHolman Hllnt (1827 -1910)は 19C中頃のヴィクトリ
ア朝時代にイギリスで活動したラファエル前派 Pre-I<aphaelite13rorherhoodの油絵画家の一人であ
る。絵画 "TheLight of the World"においては、悲しく苦悩に満ちた表情のキリストが夜の!践が1年り
る 1:1' で左手に灯りを J守ちながら、 JI~手のないドアを右手の l干i で!ljJし 1 ているのカ可能訟できる。
1 Reynolds '"1-1:01man Hllnt and 'The Light of the ¥へlorld'" 317. 
日ロサごリン・ロッシニョールI<osalynI<ossignol 298 -302.また、ジョセフ・フローラ Joseph Flora 
もベーカーによるチョーサーの「パースの女房の話Jとの類似性に同意している (HemingωのI's 
Nz'c/? Adαm.s， fn. 75) 0 
13 lyJえば、ノてーノすラ・マロイ BarlコaraMaloyはこの作品と f不思 i義の国のアリス Alice in 
日仏nderl{mdj(1865) との類似性をもってこの作品を論じ (83)、またフローラはこれがナサニエル
ホーソーン NathanielHavvthorneの「僕の親戚メイジャ・モリヌ-l¥!Iy Kinsman， Major Moline批 lXJ




ンドン放浪記 TheRoαdj (1907) とim;li似している点 (65) や、ウィリアム・デイヴイーズ William
Daviesの TheAμtobiogr，α戸hy01αSUter-Tramρ. (1 924) と im~i似する点 (67) を主張している。
1!1 フランス文学との関連性を観察した批評は、 Montgomery94， Flora J-leJningwのJ's Nu.T Adam.s 70， 
及び ErnestHeJJungway 67専IIJI~I~ にギ・ド・モーパッサン GllY de Mallpassantとの相関性を説明
している論稿は、ジャック 'W'ジョブス JackW. Jobstとw'J'ウィリアムソン W.].Williamson 
52-61，がある。 最近ではさらにブライアン・ギズマ BryanGiezmaの論稿においては、モーノfッサ
ンのみならず (84-88)、エミール・ゾラ EmileZolaとの相l野性 (88-90)、さらにはシャルル・ボー







!() IVlanine 197. ストーリーの'1で金日制ペロクサイドはケチェルが父によって殺されたと詰って
いるカ人マーティーンによると、ゾミlZTは牧N)jの1*川人と一人の女れ!こに!ょっして1I論になり殺されたと i託
|りjしている (198)口
17 Collins 226.スト一リ一の iぺl'でで、金1受2久k苧~イγtれ1"
(Cι、守t‘守 295日)、アリスは{庄がマン七口ーナ!¥llancelona，11，身 (CSS296)だと L~J~ していたの
iメフイリップ..Jγング PhillipYoungはこのfl:，ld，のW(t託の!γ1'VJlで“Nickand an olde1' J司1'iendcalled 
'1om. whom !lOW he is lravellin，g wi1:h" (50) と刊:し 1ている。これはi市り千カじ1刊iニックという 1バド
で、あると1'1わじしていることを示すりまた、テーファルコにおいても "Nick'sfunhe1' exposure in a!lorhe1' 
sL01'y. 'The Li，ghl of rhe Wo1'l古川 (81) として、な tぜH-1{.(!)千カfニ yクなのかという J'lIJIを|りじFしてい
なし、にもかかわらず、 13;り千をニックとIi'li'定している。かろうじて出1を説明したマーティーンも
"The‘1 ' nalTelL01' of lhis slOry is clearly Nick f¥.dams" (fn. 196) と削じじするのみで、ある。ヤングが
このfl:，日を fニック・アダムズ物iiIiNick j¥dams SLOries.] (1 973) に JI又 J;~J~ し、これカfニックの物計;で
あると;とめた段のバーブアーの 1;1命杭では、本fl: ， IIII，の 12i り千をニックと i可寸JI~する J'H I!I として“Phillip
Y oung includes the sLOry in The N/(1: Ad(!J17S Slo川市 (NewY ork: Bantam， 1973)." (18) と ~rJj!j¥ J'I. I1 
とはなりえないれJfJ!lをネ(ずている口つまり、 iすい)千をニックと読み杯える十Ni処は右斗1:しないので、ある。
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こうした変化は、 JL:1i'jiJI:':i'tの多くが見1'"そうとしたlijI'1切な人物保ではなく、物花時I!¥]0から Iま
での F(x) = (<}J必人物)(t) という WJtY:の和分によって去mすることができるだろう。そしてこの
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